
NPO法人ちょうふこどもネットは青少年健全育成をミッションに、「あのままの自分で人とつながり、
つながりを創れる人を増やす」をビジョンとして、「中高生世代の居場所づくり」と「若者の活躍による
地域活性化」をバリューとして2004年から活動しています。

SDGsについては「若者の活躍による地域活性化」のバリュー探究の中で、2016年に取り
組みを始め、「若者の行動変容により、地域課題と世界課題を解決する」観点から、
SDGsのカードゲームを活用したSDGs市民講座を2018年から継続しています。2020年2月
には調布市内では約30回、全国では150回、4000人以上に実施いたしました。
教育機関では全国の小中高で1600人に実施、宮城県石巻市では継続事業となっています。
2018年10月には「SDGs市民社会ネットワーク(SDGsジャパン)」にも正会員として加盟、
2019年には6月のG20大阪サミットに先駆け、4月に東京で行われたC20(Civil20)に中核メンバー
として参加しました。6月の大阪サミットにもC20代表メンバーの一員として参加しております。

今回の調布市での「空き家をリソースにしたまちづくり」
への参画では、調布市が描く将来像「多世代がいつまでも
快適に暮らせる、くつろぎとふれあいに満ちたまち」に
共感し、当法人が保有する地域ネットワークおよびSDGsの
知見・技術を提供して、達成に貢献する予定です。

NPO法人ちょうふこどもネットとSDGsについて

バックキャスティングとマルチステークホルダーの考え方に基づき、
16年間培った地域ネットワークと、次世代が活躍する事業デザインで参画いたします。
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